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経営動向調査の概要

＜佐世保市内経営動向調査の概要＞

○調査対象期間 2025（令和7）年 1～3月期 （四半期ごとに実施）

○調査実施時期 2025（令和7）年 4月

○調査対象企業 佐世保市内の企業1,832社 （有効回答数301社≪回収率16.4％≫）

○回答企業の内訳 建設業69社（22.9％） 製造業50社（16.6％）

卸・小売業80社（26.6％） サービス業102社（33.9％） 業種未回答0社（0.0％）

○調査内容

建設業、製造業、卸・小売業、サービス業を営む企業に対して佐世保の景況感、業界の景況感、昨年同期（2024年1～3月）比

   売上動向及び採算動向を尋ね、増加・好転及び減少・悪化で回答いただき、それをDI値として集計する。

 DI値＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 

※DI値・・・Diffusion Index（ディフュージョンインデックス：景況判断指数）とは、業況・売上・採算などの各項目についての判断の状況

   を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を

   表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景況感の相対的

   な広がりを意味する。（日本商工会議所）
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DIの推移について

2024（令和6）年度 第4四半期（2025年1～3月）

人手・人材不足が当面の課題に
市内景況感と市内業界景況感は卸・小売業で悪化。売上動向、採算動
向については改善と悪化が混在し、全体としては全項目わずかに上が
る結果となった。全業種で働き手としての“人手”や有資格者等一定の
ノウハウを持った“人材”の不足を課題に挙げる回答が圧倒的に多く、
材料費・人件費の高騰以上に逼迫した状況がうかがえる。

（業種別の前回調査との比較及び概況）
建設業▼
採算動向は21.1ポイントの大幅改善。他の業種と異なり、コスト吸収
が一定進んでいると思われる。人手・人材不足に次いで、材料費の高
騰を理由に挙げる回答が多く見られた。

製造業▼
市内景況感、市内業界景況感はわずかに改善したものの、売上動向、
採算動向はどちらも▲3.7ポイントの悪化。価格転嫁が十分に進んでい
ないことが要因とみられる。材料費の高騰を理由に挙げる回答が多く
見られた。

卸・小売業▼
市内景況感、市内業界景況感は悪化したものの、売上動向、採算動向
は改善。緩やかな賃上げの進展、冬の賞与支給などによる雇用者所得
の改善を反映していると見られる。物価高による消費低迷の影響が大
きく、特に衣料品分野では消費者の買い控えを理由に挙げる回答が複
数見られた。引き続き価格転嫁が課題。

サービス業▼
市内景況感、市内業界景況感は改善したものの、売上動向は▲6.5ポイ
ントで3期ぶりマイナスに、採算動向は▲19.9ポイントと大きく悪化。
卸・小売業同様、物価高による消費低迷の影響が大きい。

直近1年間の全業種合算ＤＩの推移

2023
(令和5)
年度

2024（令和6）年度

4Q
(1-3月)

1Q
(4-6月)

2Q
(7-9月)

3Q
(10-12月)

4Q
(1-3月)

佐世保の
景況感 -27.8 -28.7 -37.3 -45.9 -45.6

市内業界の
景況感 -31.5 -25.4 -25.6 -37.5 -35.7

昨年同期比
売上動向 -2.6 -10.1 -6.0 -11.6 -10.1

昨年同期比
採算動向 -18.9 -19.2 -14.5 -21.5 -20.9

過去5年間の全業種合算ＤＩの推移
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DIの推移について

直近1年間の市内景況感ＤＩの推移 直近1年間の市内業界景況感ＤＩの推移

2023
(令和5)
年度

2024（令和6）年度

4Q
(1～3月)

1Q
(4～6月)

2Q
(7～9月)

3Q
(10~12月)

4Q
(1~3月)

建設業 -12.5 -11.1 -30.1 -35.3 -35.3

製造業 -31.8 -24.1 -33.9 -44.4 -34.0

卸・小売業 -35.6 -40.0 -42.4 -54.6 -63.3

サービス業 -34.0 -36.2 -40.9 -47.8 -44.6

2023
(令和5)
年度

2024（令和6）年度

4Q
(1～3月)

1Q
(4～6月)

2Q
(7~9月)

3Q
(10~12月)

4Q
(1~3月)

建設業 -18.2 -9.6 -8.1 -24.8 -24.6

製造業 -22.7 -22.2 -23.7 -35.1 -32.0

卸・小売業 -35.6 -34.3 -41.5 -47.5 -48.1

サービス業 -44.0 -32.4 -29.1 -40.5 -35.3

過去5年間の市内景況感ＤＩの推移 過去5年間の市内業界景況感ＤＩの推移
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DIの推移について

直近1年間の昨年同期比の売上動向ＤＩの推移 直近1年間の昨年同期比の採算動向ＤＩの推移

2023
(令和5)
年度

2024（令和6）年度

4Q
(1～3月)

1Q
(4～6月)

2Q
(7～9月)

3Q
(10～12月)

4Q
(1～3月)

建設業 -8.0 -12.5 -12.5 -9.4 0.0

製造業 -9.3 -7.4 -20.7 -16.7 -20.4

卸・小売業 6.8 -10.4 -6.2 -29.4 -20.5

サービス業 -2.0 -9.6 4.6 2.6 -3.9

2023
(令和5)
年度

2024（令和6）年度

4Q
(1～3月)

1Q
(4～6月)

2Q
(7～9月)

3Q
(10～12月)

4Q
(1～3月)

建設業 -27.1 -13.7 -16.7 -24.1 -3.0

製造業 -22.7 -25.9 -34.5 -20.3 -24.0

卸・小売業 -12.2 -28.8 -29.2 -38.7 -26.6

サービス業 -15.2 -13.5 6.4 -7.1 -27.0

過去5年間の前年同期比売上動向ＤＩの推移 過去5年間の前年同期比採算動向ＤＩの推移
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DIの推移について_全項目まとめ
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全業種の景況値の推移 （平成22年第2四半期～）

佐世保の景況感 業界の景況感 前年同期比の売上げ動向 前年同期比の採算動向
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DIの推移について_全業種における各種DI値の推移
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DIの推移について_1989年からの売上動向DI値の推移

消費税5%
（H9.4）

リーマンショック
（H20.9）

消費税8％
（H26.4）

熊本地震
（H28.4）

消費税10％
（R1.10）

コロナウイルス感染拡大
（R2.2～）

東日本大震災
（H23.3）
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